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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月28日(2014.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヒトプロラクチン受容体拮抗薬および化学療法剤を含む、患者における卵巣がん細胞の成
長を阻害するための組み合わせ物。
【請求項２】
ヒトプロラクチン受容体拮抗薬および化学療法剤を含む、患者体内での卵巣がん転移の進
行を阻害するための組み合わせ物。
【請求項３】
プロラクチン受容体拮抗薬がヒトプロラクチンであり、位置１２９でのグリシン残基が別
のアミノ酸で置換される、請求項１または２の組み合わせ物。
【請求項４】
アミノ酸がバリン、ロイシン、イソロイシン、セリン、トレオニン、プロリン、チロシン
、システイン、メチオニン、アルギニン、ヒスチジン、トリプトファン、フェニルアラニ
ン、リシン、アスパラギン、グルタミン、アスパラギン酸およびグルタミン酸から成る一
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群から選定される、請求項３の組み合わせ物。
【請求項５】
プロラクチン受容体拮抗薬がＧ１２９Ｒである、請求項１または２の組み合わせ物。
【請求項６】
化学療法剤がドセタキセルおよびパクリタキセルから成る一群から選択される請求項１ま
たは２の組み合わせ物。
【請求項７】
化学療法剤がドセタキセルである、請求項１または２の組み合わせ物。
【請求項８】
プロラクチン受容体拮抗薬が化学療法剤と同時または連続的に投与される、請求項１また
は２の組み合わせ物。
【請求項９】
化学療法剤がパクリタキセルである、請求項１または２の組み合わせ物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明はまた、患者の体内においてがん細胞を局在化し、転移を特定する方法にも関し
ている。この目標を達成するため、放射性同位体、蛍光染料または他の標識製剤に共役し
たプロラクチン受容体拮抗薬が患者に投与され、次に患者は、拮抗薬が局在化された領域
を特定する手順を受ける。共役したプロラクチン受容体の局在化に使用されうる手順には
、コンピューター断層撮影法、コンピューター断層撮影法、磁気共鳴映像法および核磁気
共鳴映像法が含まれる。
　特定の実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
ヒトプロラクチン受容体拮抗薬および化学療法剤の有効量の患者への投与を含む、患者に
おける卵巣がん細胞の成長を阻害する方法。
（項目２）
ヒトプロラクチン受容体拮抗薬および化学療法剤の有効量の患者への投与を含む、患者体
内での卵巣がん転移の進行を阻害する方法。
（項目３）
プロラクチン受容体拮抗薬がヒトプロラクチンであり、位置１２９でのグリシン残基が別
のアミノ酸で置換される、項目１または２の方法。
（項目４）
アミノ酸がバリン、ロイシン、イソロイシン、セリン、トレオニン、プロリン、チロシン
、システイン、メチオニン、アルギニン、ヒスチジン、トリプトファン、フェニルアラニ
ン、リシン、アスパラギン、グルタミン、アスパラギン酸およびグルタミン酸から成る一
群から選定される、項目３の方法。
（項目５）
プロラクチン拮抗薬がＧ１２９Ｒである、項目１または２の方法。
（項目６）
化学療法剤がオールトランス型レチノイン酸、アザシチジン、アザチオプリン、ブレオマ
イシン、カルボプラチン、カペシタビン、シスプラチン、クロランブシル、シクロホスフ
ァミド、シタラビン、ダウノルビシン、ドセタキセル、ドキシフルリジン、ドキソルビシ
ン、エピルビシン、エポチロン、エトポシド、フルオロウラシル、ゲムシタビン、ヒドロ
キシウレア、イダルビシン、イマチニブ、メクロレタミン、メルカプトプリン、メトトレ
キサート、ミトキサントロン、オキサリプラチン、パクリタキセル、ペメトレキセド、テ
ニポシド、チオグアニン、バルルビシン、ビンブラスチン、ビンクリスチン、ビンデシン
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およびビノレルビンから成る一群から選択される項目１または２の方法。
（項目７）
化学療法剤がドセタキセルである、項目１または２の方法。
（項目８）
プロラクチン受容体拮抗薬が化学療法剤と同時または連続的に投与される、項目１または
２の方法。
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